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NY マーケットレポート（2019 年 9 月 2 日） 
 

 
出所：SBILM 
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NY市場レポート 

 

米株式市場は Labor Day のため休場 

 

ドル円・クロス円はやや上値重い 

米国市場が Labor Day で休場となり、ドル円・クロス円は序盤から小動きの展開となった。その中で、中国

商務省が米国の追加関税は先の米中首脳会談での合意を破るものとの認識を示したことや、9 月の米中貿易

協議の設定が難航しているとの報道も加わり、ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。さらに、米株価先

物市場でダウ先物が前日比 250 ドル以上の下落となったことも影響した。ドル/円は一時 106.06 まで下落し

たものの、米国市場が休場で市場参加者が少ないこともあり、下値は限定的だった。 

 

出所：総合分析チャート 

 

前営業日のロシアルーブル、ブラジルレアル 

 

◇ロシアルーブル 
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昨日 2日のルーブルは対ドルで 66.6450ルーブルと対ドルで下落した一方、対円では 1.5941 円とルーブル

高・円安となった。ブレント原油の下落の一方、ロシア株式市場の上昇が好感され、ルーブルの下値支援と

なった。 

 

ドル建のロシア RTS株価指数は 15.90Pts高の 1,309.22Ptsと続伸したほか、MOEX 指数も 2,773.01Pts 

(32.97Pts高）と続伸した。インドネシアが 2022年 1 月からのニッケルの輸出禁止を 2020 年 1月から前倒

しするとし、ニッケル関連株が上昇、石油・天然ガスなど資源関連株が上昇したことが相場を牽引した。 

 

◇ブラジルレアル 

レアルは対ドルで 4.1816レアル、対円でも 25.386円と対ドル、対円でレアルが反落した。 

ブラジル 8月製造業 PMIが 52.5と前月（49.9）から改善した一方、米中通商問題を巡る懸念が重石となった。 

 

ボベスパ指数は 508.87Pts安の 100,625.74Pts と 5日ぶりに反落した。一時 8月 14 日以来の 101,611.02Pts

まで上昇したものの、米中間の貿易問題を巡る協議難航が報じられたことも重石となった。 

 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


